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　何が善くて、何が悪いのか。
　何が正しくて、何が正しくないのか。
　わたしたちは、ふだんの生活のなかで、こうした問いに悩まされ
ることがあります。しかし、それに答えるのは、じつは易しいこと
ではありません。
　まず、何が「善い／悪い」のか、何が「正しい／正しくない」の
か、それを判断する基準について考えなければなりません。また、
そもそも、「善い／悪い」とはどういうことか、「正しい／正しくな
い」とはどういうことか、そうした言葉の意味についても考えなけ
ればなりません。
　このように、問いに答えるには、「善い／悪い」「正しい／正しく
ない」の基準や意味について考えることが必要になります。そして、
それをするのが「倫理学」です。
　では、倫理学とはどのような学問でしょうか。倫理学は「善／
悪」や「正／不正」について考察しますが、それだけではありませ
ん。「幸福」「義務」「徳」「自己と他者」「個人と社会」「正義」「自
由」「平等」といった基本的な問題や、「医療」「環境」「科学技術」
「ビジネス」といった現代的な問題についても考察します。
　そして、これらの問題について考察するなかで、倫理学は、倫理
のあり方を探究し、さらに進んで、人間の生き方や社会のあり方を
探究します。つまり、人間の生き方や社会のあり方を探究すること
が、倫理学の最終的な目的です。言い換えると、「人間はどう生き
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るべきか」「社会はどうあるべきか」という問いこそ、倫理学の究
極の問題なのです。
　ですが、「人間はどう生きるべきか」「社会はどうあるべきか」と
いう問いは、永遠の問題です。倫理学には、二千年以上の歴史があ
りますが、それにもかかわらず、倫理学者のあいだでは、今も論争
が続いています。
　だとすると、倫理学を学んでも役に立たないのではないか、と思
われるかもしれません。たしかに、倫理学は、ほかの学問と違って、
あまり役に立ちそうにありません。しかし、少なくとも、倫理学を
学ぶことで、人間の生き方や社会のあり方について、考えを深める
ことはできます。そして、その考えを自分の人生に活かすことはで
きます。
　さらに言うと、わたしたちは、人生のなかで、いろいろな問題に
出会って、人間の生き方や社会のあり方について、自分なりに考え
ることがあります。そのようなときには、じつは、倫理的に考えて
いるのです。したがって、倫理学は、よく生きるうえで有益な学問
というよりも、よく生きるために必要な学問です。

　この本は、そのような「倫理学」の「入門の入門」書です。倫理
学をはじめて学ぶ人のための本です。高校生、大学生、社会人の方
に、倫理学を広く知ってもらうために、全体を見渡せるようにして
います。まずはこの本で、倫理学の世界に触れてみてください。

� 著 者
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1
倫理学とは

　倫理学は、その名のとおり、「倫理」を研究する学問です。では、
倫理とは何でしょうか。倫理を研究するとはどういうことでしょう
か。ここでは、倫理の本性や倫理学の特性について説明します。そ
して、倫理学の歴史や倫理学の分野を紹介します。

倫理とは何か

倫理というルール
　まず、倫理とは何でしょうか。さしあたって言うと、倫理とは、
人間が社会の一員として守るべき「ルール」のことです。そうした
ルールを守らなければ、人間は社会のなかで生活することができま
せん。そもそも、そうしたルールが無ければ、人間は社会を維持す
ることもできません。倫理とは、人間が社会を維持し、社会のなか
で生活するのに必要なルールのことです。
　もっとも、このように言うと、倫理は、「礼儀」「作法」「法律」
といった、ほかのルールと区別がつかなくなります。礼儀、作法、
法律も、人間が社会の一員として守るべきルールです。では、それ
らと倫理とは、どこが違うのでしょうか。
　たとえば、礼儀や作法を守らなければ、恥をかくだけですが、倫
理を守らなければ、責められます。また、倫理を守らなくても、ふ
つうは罰せられませんが、法律を守らなければ、かならず罰せられ
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ます。倫理は礼儀や作法よりも厳しいルールであり、法律は倫理よ
りもさらに厳しいルールです。このように、厳しさという点で、倫
理は、礼儀や作法、法律と区別されます。
　ですが、この区別はあいまいです。たとえば、他人に親切にする
ことは礼儀や作法ですが、倫理でもあります。また、人を殺しては
ならないというルールは法律ですが、倫理でもあります。したがっ
て、どこまでが倫理で、どこからが倫理でないのか、それをはっき
りと決めることはできません。
　その理由は、じつは、倫理という言葉の広さにあります。もとも
と、倫理の「倫」は「人の輪」を、「理」は「すじみち」を表して
います。つまり、倫理は、「人びとのあいだで行われるべき、正し
い道」という意味の言葉です。言い換えると、社会で守られるべき
ルールのすべてをさす言葉なのです。
　そこで、この本では、社会のルール全般という広い意味で倫理を
捉え、礼儀、作法、法律を倫理のなかに含めることにします。とく
に、法律については、倫理のうちでとりわけ重要なものが法律とさ
れる、と考えることにします。
　また、倫理に近い言葉として「道徳」があります。道徳とは、人
として行うべき「道」や身につけるべき「徳」のことですが、やは
り、社会のルール全般をさすものです。そこで、この本では、倫理
と道徳を同じ意味で用いることにします。

倫理という生き方
　倫理とは、まずは、人間が社会の一員として守るべきルールのこ
とです。しかし、それだけではありません。倫理とは、じつは「生
き方」でもあります。
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　では、倫理が生き方であるとは、どういうことでしょうか。たと
えば、あいさつをすることは、たんにルールを守るということでは
ありません。それは、相手を尊重する生き方をするということでも
あります。倫理が生き方であるとは、ルールを守ることで、ある種
の生き方をすることにほかなりません。つまり、倫理は人間の生き
方を表すものなのです。
　じっさい、倫理には、「慣習」や「習俗」という意味もあります。
日本語の「倫理」は、英語では「エシックス」と言い、その語源は
ギリシア語の「エートス」ですが、このエートスには、慣習や習俗
という意味があります。また、「倫理」に近い「道徳」という言葉
は、英語では「モラル」ですが、その語源はラテン語の「モーレ
ス」であり、その意味はエートスとほとんど同じ意味です。
　慣習や習俗とは、社会の「ならわし」や「しきたり」、つまり、
社会で広く認められている行動様式や生活様式のことです。そして、
行動様式や生活様式とは、要するに、生き方のことです。したがっ
て、倫理は、ルールであるだけでなく、生き方でもあるのです。

人間はどう生きるべきか

人間とは何か
　倫理は、人間が社会のなかで守るべきルールであり、人間の生き
方を表すものです。そこで、倫理を知るためには、まず、人間を知
らなければなりません。
　では、人間とは何でしょうか。人間の本性については、古来より、
さまざまな考えがあります。
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　たとえば、古代中国の孟子という思想家は、人間の本性を善と考
えました。人間には、生まれつき、憐れみの心、悪を憎む心、謙遜
の心、善悪を見分ける心があって、それらの心を養うことで、人間
は、仁・義・礼・智という徳をもつことができる。このような孟子
の考えは、性善説と呼ばれています。
　それに対して、同じく古代中国の荀子という思想家は、人間の本
性を悪と考えました。人間は、生まれつき、自分の利益を求め、他
人を妬むものであって、争いを避けるには、人間を、礼というルー
ルに従わせる必要がある。このような荀子の考えは、性悪説と呼ば
れています。
　また、近代の西洋でも、多くの思想家が人間の本性について考え
ました。人間は、自分の幸福を追求するだけの利己的な存在にすぎ
ないのか。それとも、他人の幸福を配慮することのできる利他的な
存在でもあるのか。また、人間がもともと利己的であるとして、そ
のような人間がどのようにして利他的になるのか。こうした問題が
思想家のあいだで議論されました。

人間の現実と理想
　人間の本性については、さまざまな考えがありますが、いずれに
しても、倫理は人間の本性を、つまり、現実の人間をもとにしてい
ます。
　そして、そのうえで、倫理は理想の人間を示します。先に見たよ
うに、倫理は人間の生き方を表すものですが、それは、人間の現実
の生き方ではなく、人間の理想の生き方です。言い換えると、倫理
は、「人間はどう生きているか」ではなく、「人間はどう生きるべき
か」を表すものなのです。
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　そこで、倫理を知るためには、人間の現実と理想の両方を知らな
ければなりません。では、人間はどう生きるべきでしょうか。理想
の人間についても、さまざまな考えがあります。
　たとえば、人間は「幸福」を求めるべきである、という考えがあ
ります。ただし、その幸福とは、人間が現実に欲しているものでは
なく、理想として欲するべきものです。
　また、人間は「義務」をなすべきである、という考えもあります。
ただし、その義務とは、強いられて行うことではなく、人間として
みずから行うべきことです。
　さらに、人間は「徳」を身につけるべきである、という考えもあ
ります。徳とは、優しさ、誠実さ、賢さといった、人間がもつべき
優れた性格のことです。
　幸福、義務、徳は、人間がよく生きるうえで大切なものです。倫
理は、それらをめざして生きるべきであると唱えるのです。

社会はどうあるべきか

社会とは何か
　次に、倫理を知るためには、社会も知らなければなりません。
　では、社会とは何でしょうか。社会の本性についても、さまざま
な考えがあります。
　たとえば、社会は個人から成っているのだから、社会は個人の集
まりにすぎない、という考えがあります。それに対して、社会は個
人とは別の動きをするものであるから、社会は個人の集まりを超え
るものである、という考えもあります。
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